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森林・環境行政をとりまく状況とこれからの方向性

第３０回全国豊かな海づくり大会の開催

平成２２年６月関市において、第３０回全国豊かな海づくり大会を開催しました。
この大会では、森・川・海が一体となった環境保全の重要性を全国に向けてアピールしました。

「清流の国ぎふ」づくりを県民協働で推進

全国豊かな海づくり大会で培った環境保全の意識を継承し、本県のアイデンティティである「清
流」を守り育て、緑豊かな「清流の国ぎふ」づくりを県民協働で推進していく必要があります。

「豊かな森づくり」、「清らかな川づくり」、そのための
「人づくり・仕組みづくり」への取り組み

「清流」を守り育てるため、本県の恵まれた森林や河川など自然環境を保全・再生し、これらが
持つ「豊かな水を育む」「多様な生物を育む」などの公益的機能をより高める取り組みが必要
です。このため、「豊かな森づくり」、「清らかな川づくり」に取り組みます。

また、これらの取り組みを県民みんなで支えていくための「人づくり・仕組みづくり」を進めます。

豊かな森づくり 清らかな川づくり

人づくり・仕組みづくり

大会の理念を繋げよう

そのためには何を？

県民協働による森・川づくり

緑豊かな「清流の国ぎふ」づくり

海づくり大会



森林や河川の持つ公益的機能を
高めるための新たな取り組み

豊かな森林や清らかな川は、私たちの暮らしに大切な役割を果たし、多くの恵みを与えています。

豊かな水を育み、洪水
を和らげます

地球温暖化を防ぎます 多様な生物を育みます 安らぎ、潤いを与える
生活空間です

豊かな森づくり 清らかな川づくり

人づくり・仕組みづくり

森林や河川の持つ公益的機能を高めるため、県民の皆さんの理解のもと、施策
の一層の充実を図るとともに、新たな施策に取り組みます。

①環境保全を目的とした間伐の推進
②里山林の整備・利用の推進
③公共施設等における県産材の利用促進

①生物多様性・健全な水環境の保全

④地域が主体となった森林づくり活動の推進 ②環境にやさしい人づくり

【さまざまな公益的機能】

災害（土砂崩れ）を防
ぎます



� 森林の持つ水源のかん養や災害の防止、地球温暖化の防止など公益的機能を高めるため、特に水源となる奥

山林や水質保全に役立つ河川沿いの渓畔林を対象に、環境保全を目的とした間伐などの取組みを支援します。

① 環境保全を目的とした間伐の推進

豊かな森づくり

� スギやヒノキなどの人工林は、良質な木材を生産するため、計画的に間伐や枝打ちなどの森林整備に取組んで

きました。

� しかしながら、地理的に条件が悪く採算性が低い森林については、森林所有者による手入れが進みにくく、森林

の公益的機能の低下が懸念されています。

背 景

現 状 効 果

事業目的・内容

間伐が行われていない奥山林

間伐の
実施

林内が明るくなって下草が生え、森林の
公益的機能の発揮が期待されます 豊かな水を育み、清らかな流れとなります



� 里山林における広葉樹の植林や侵入竹林の除去、森林病害虫の防除など里山林整備に対する取組みを支援し、

野生鳥獣による被害の軽減や生物多様性の保全を図ります。

� また、里山林の資源を有効活用し、持続的な取り組みが行われるよう、その仕組みづくりを支援します。

② 里山林の整備・利用の推進

豊かな森づくり

� 生活燃料、肥料、食料など、農山村地域の人々の生活と密接な関わりがあった里山林は、燃料革命などによる

生活様式の変化に伴い、利用されず適正な管理がされなくなっています。

� このため、放置された里山林は竹やササ、ツルが繁茂し、人と野生鳥獣との境界である緩衝帯としての役割がな

くなり、人々の生活や農林業への鳥獣被害が拡大しています。

� また、明るい場所を好む野草や昆虫、鳥類など多種多様な生物の生息地としての役割も失われつつあります。

背 景

現 状 効 果

放置された里山林

事業目的・内容

整備された里山林

カタクリ

竹炭づくり キノコの栽培



� 県産材の利用促進を図るため、公共施設のうち特に普及・啓発効果の高い教育関連施設の木造化や内装の木

質化、木製の机、椅子の導入に対して支援します。

� また、県産材を余すところなく有効に活用するため、公共の温泉施設等において木質ペレットやチップを利用する

木質ボイラー等の導入に対して支援します。

③ 公共施設等における県産材の利用促進

豊かな森づくり

� 木材はCO2を固定することにより、地球温暖化の防止に役立つ再生可能な資源であり、これからの低炭素社会づく

りへの貢献が期待されています。

� また、県産材利用の促進は、山側における木材生産の拡大や間伐材などの有効活用につながり、手入れの行き

届いた健全な森林づくりと山村地域の活性化に役立ちます。

背 景

主な事業例

木造化した保育園（飛騨市）

事業目的・内容

木製の机、椅子の導入（中津商高） 木質ペレットボイラー（下呂市の温泉施設）



� 地域が主体となった森林づくり活動を推進するため、市町村やＮＰＯなどの創意工夫による様々な森林づくり活

動に対して支援します。

④ 地域が主体となった森林づくり活動の推進

豊かな森づくり

� 地域によって森林・林業を取り巻く課題は様々であり、その課題解決を図るための地域の取組みに対する柔軟な

支援制度がありません。

� 市町村の区域を超えた広域的な活動を支えている、ＮＰＯやボランティア団体による森林づくり活動は増えつつあ

るものの、資金面での課題があります。

背 景

主な事業例

子どもたちの間伐体験

事業目的・内容

ペレットストーブの導入支援 市民参加の「森の健康診断」 木育教室



� 岐阜県の貴重な財産ともいうべき自然環境を保全するため、野生生物保護や外来生物の防除、汚濁発生源の抑

制・監視、身近な水辺の保全等に取り組みます。

① 生物多様性・健全な水環境の保全

� 生物の多様性や森林・水環境といった自然環境は、いったん破壊されると復元が困難です。

� また、たとえ復元が可能であっても多大な資金や長い年月を要することになるため、保全活動を絶やすことなく、

継続的に取り組んでいくことが求められています。

背 景

事業目的・内容

清らかな川づくり

希少種の保護 （写真：イタセンパラ） 汚濁発生源の抑制・監視 水辺の保全

施策のイメージ



� 環境保全に対する県民意識を醸成するために、教育現場や地域における環境教育・環境学習の一層の推進、県

民協働による環境保全活動の推進など、環境教育や地域における環境保全活動の支援を行います。

② 環境にやさしい人づくり

� 「全国豊かな海づくり大会」を契機として、環境保全に対する県民意識とその取組みが高まりました。

� こうした機運を、今後とも継続させていかなければなりません。

背 景

事業目的・内容

環境教育環境保全活動の支援

清らかな川づくり

上下流の交流

施策のイメージ


